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技 術 開発 課 題 完 了 報 告書

課  題  名 凍霜 害防止法の究 明

課 題 区 分 任 意
開発
区分
昭和57～60年度 担当 都 城 営 林 署

目

　

標

凍霜害地において下刈方法の工夫により,被害を防止できるかについて究明する。

結

果

1.被害防止のための下刈方法の見極めは資料も不足し (全刈区なし)効果判断はできなかっ

た。

2下 刈方法間に優劣がなく,どの下刈方法をとっても下刈することで被害は大きくなった。
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材 積 ″

開発経過と調査内容

1.昭和 57年度

試験設定地の選定準備

2.昭和58年度

下刈時期に筋刈,坪刈をし下刈方法別試験区の設定を完了

3.昭和59年度

異常気象と重なり,その影響で被害発生大。
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被害率で坪刈16%,筋刈17%,無下刈14%と 全般的に発生した被害の態様には特徴的な

ものはなく全枯の状態であった。

4.昭和60年度

平年の気象であったが僅かながら被害の増加がみられた,下刈方法別では,坪刈22%,

筋刈22%,無下刈 14%と 無下刈区を除き被害が継続発生 しており,常習地的な場所におい

ては変化の少ない無下刈がベターな対策と考えられる。

平年の気象であったが僅かながら被害の増加がみられた,下刈万法別では,坪刈22%,

筋刈22%,無下刈 14%と 無下刈区を除き被害が継続発生 しており,常習地的な場所におし

ては変化の少ない無下刈がベターな対策と考えられる。

及び普及指導

下刈方法による防止法は見極めができなかったが,常習地では植付時期を考慮して対応す

ることを考えてみる必要がある。

評価及び普及指導
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凍 霜 害 防 止 法 の 究 明

1.調査経過

2.気  象

昭和58年 12月 から昭和59年 3月 の気象が異常と思われたので特記。

(1)気  温

0℃以下の低温が12月 中旬～ 2月 上旬までの 6旬続 く (例年は 2～ 3旬 )。

12)日 平均風速

12月 , 1月 , 2月 で他年度を_上廻る。

(3)降水量

12月 ～ 2月 にかけて40m以下の危険降水量域を示 した。

14)´気温,風速,降水量の異常が相互に作用 し合って被害を大きくした。

3.そ の 他

当署管内の58年度新植地に約 10んαの改植,補植の実害発生 (59年度調査 )。

沐
設 定 時

本  数

昭 59.7 田ヨ 60。   7
備 考

枯損本数 枯 損 率 枯損本数 枯 損 率

坪 刈 区 79 13 16 % 17 22 %

筋 刈 区 ＾
０
０
０ 14 17 % 18 22%

無下刈EX 83 12 14 % 12 14 %

平  均 82 13 16 % 16 19 %
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